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ることが報告されている（Grein, Craig, & Takada, 2001; Lin, 2014; Luo, 2001, 2003）。
　先行研究にもとづけば，環境への適切な対応が企業業績に正の効果をもたらすことは確かで


























1995, 2005）。Bartlett & Ghoshal（1989, 1992, 1998）は，この三極に本拠をおく多国籍企業を
対象に，海外展開手法の差異や，実践方法の強みと弱み，組織全体における海外子会社の役割
や位置づけ，意思決定権の所在などの観点から分析を行い，三極の多国籍企業は互いに独特な
組織構造や戦略を有していることを明らかにした。Bartlett & Ghoshal（1989, 1992, 1998）が
類型化した多国籍企業の展開する組織構造や戦略は，今日に至るまで国際ビジネスの研究領域
における主要理論モデルとして位置づけられている。
















上する可能性が高まる。Bartlett & Ghoshal（1989, 1992, 1998）の調査によれば，このマルチ
ナショナル型の組織モデルは，ヨーロッパに本拠をおく多国籍企業に典型的に観察されるモデ
ルであり，日用雑貨や食料品またはタバコのように地域の特性やニーズに密着した商品の展開
が企業の業績に直結するような産業群において有効な類型とされる（Bartlett & Ghoshal, 
1989, 1992, 1998; Ghoshal & Nohria, 1993; 浅川，2003；牛丸，2015）。
②　インターナショナル型の組織モデル
　インターナショナル（international）型の組織モデルは，知識移転戦略がまずもって必要と
される環境下にある企業に有効とされる形態である（Bartlett & Ghoshal, 1989, 1992, 1998; 牛
丸，2015）。企業が海外に直接投資をする要因を説明するプロダクト・ライフ・サイクル・モ
デルにおいてもイノベーションはまずアメリカで起きると前提されるように（Vernon, 1966, 
1979），1950 年代から 60 年代にかけて，アメリカ企業は資金面や技術面で他国を圧倒しなが
ら国際的な拡大を遂げた。インターナショナル型の組織モデルは，アメリカ企業に多く観察さ
れ，本社のもつ高度な知識や専門技術がほかの先進国などに位置する海外子会社に移転される










求められることはほとんどない（Bartlett & Ghoshal, 1989, 1992, 1998）。視点を変えれば，付












に展開することができる。このグローバル型の組織は，1970 年代から 80 年代にかけて世界競
争市場に本格的に参入しはじめた日本企業に典型的にみられる類型とされる（Bartlett & 
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出典：Bartlett & Ghoshal （1998）. Figure 5.1. p102 を加筆。
注：HQ: Head Quarters, OS: Overseas Subsidiary.





























Santos, & Williamson, 2001）。世界的な情報技術の発達や IoT（Internet of Things）化の進展，
新興国企業の台頭など競争環境がダイナミックに変化する時代において，企業はどのように対
処すべきであろうか。自前の知識のみをもって競争上の優位を維持しようとするならば，急変
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する競争環境の変化に応じて，組織に内在する知識や能力を持続的にアップグレードしていく






Doz, Santos, & Williamson, 2001）。しかし，新興国の台頭とともに，新興国特有の情報にもと
づくイノベーションが先進国をはじめ世界中の市場に投入される事例に示唆されるように
（Immelt, Govindarajan, & Trimble, 2009; Nair, et al., 2015），知識はますます世界規模で流動












































出典：Bartlett & Ghoshal （1998）. Figure 5.1. p102 を参照に筆者作成。
注：HQ: Head Quarters, OS: Overseas Subsidiary.















行（operationalizing）する能力である（Doz, Santos, & Williamson, 2001；浅川，2003）。
　企業が組織の外側から獲得しうる知識には，技術やノウハウ，マーケット情報，場面情報な













Santos, & Williamson, 2001; 浅川，2003）。そのためには，新たな知識を活用しうるコンテク
ストを日ごろ強く意識することが求められよう。このように，Doz, Santos, & Williamson（2001）























る組織学習の一環であり，Doz, Santos, & Williamson（2001）や Cohen & Levinthal（1990）
において論じられる組織外部に散在する知識を組織内部に取り入れるための諸活動と変わりは
ない。一方，March（1991）のいう「活用」は，Doz, Santos, & Williamson（2001）や Cohen 
& Levinthal（1990）における「活用」とは視点が異なると考えられる。Doz, Santos, & 
図表 3　多国籍企業の組織モデルと知識との関係
多国籍企業の組織モデル ネットワーク構造 知識の所在 知識にかかわる主な活動
トランスナショナル型 総合ネットワーク 組織の内部 知識の活用
メタナショナル型 オープン・ネットワーク 組織の外部 知識の探索
出典：筆者作成。
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Kogut & Zander, 1996）。現実の企業が知識の「探索」と「活用」を同時に遂行することは簡
単なことではなく，実際，多くの組織は知識の「探索」よりは「活用」の活動に傾斜する傾向
がある（Benner & Tushman, 2002; Levinthal & March, 1993）。なぜなら，組織の外側にある
潜在的な知識を探索することは，時間とコストがかかるだけでなく，未知の知識を探す範囲が
広範囲となるうえ，知識が発見される保証もなく，仮に発見したとしてもその知識の有用性も






























































2 　たたし，このような批判を受け，Bartlett & Ghoshal の Second Edition （1998）においてはトランスナショ
ナル化に至る段階的な変革のプロセスが提示されている（浅川，2003）。
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